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人類進化モデル研究セ ンターは所 内の各種研究の支援やナシ ョナルバイオ リソースプロジェク ト(NBRP)への
サル の供給のために、施設整備、各種母群の維持、飼育 ・繁殖、健康管理をお こな うとともに、これ らのサルにつ
いての種々の研究を推進 している。
2011年度 は、WISH事業の一環 として、チ ンパンジー飼育エ リア内の東西のサンルームの改修 を行 うとともに第
3放飼場にチ ンパ ンジー飼育ケージを新設 した。その うち、東側 のサンルームについては、年度末 より共用を開始
した。また、飼育エ リアの拡大に伴 って、非常勤職員1名 を新規で配置 した。
近年、霊長類研究所 のニホンザル において、全身か らの出血を伴って死亡す る病気(ニ ホンザル血小板減少症)
が発生 していたが、2010年度に外部機 関の協力のもと精力的に研究を進めた結果、本症の原 因は、サル レ トロウ
イル ス4型(SRV-4)であることが明 らか となった。2011年度は、前年度末に設置 した検査管理部が中心 となって
所内のマカ ク属サル全頭のSRV検査を実施 し、感染の疑いのある個体は、すべて隔離棟、検疫棟 に隔離 した。そ
の結果、2011年度以降、新規の発症は1例 も見 られていない。また、8月 よりNBRP経費にて特定助教 を雇用 し、
同症 の発症機序解 明に取 り組む とともに、検査部が中心 となって、SRVの検査法の改良を行った。
NBRPのニホンザルに関しては、 「血小板減少症」の発生に伴い母群は228頭にまで減少 したが、育成群の繁殖
は順調に進んでお り、現在合計350頭のNBRプ ロジェク ト用ニホンザルを飼養 している。
人類進化モデル研究セ ンターの技術職員の居室はセンター棟 に設置 されていたが、本館1階 の旧特別会議室に移
設 された。 これによ り、教員、技術職員、パー ト職員 、研究員 の居室は全て本棟 内に配置 されることとなった。
人事面では2011年8月1日に特定助教の佐藤英次が就任 した。特定研究員 として齊藤暁、東濃篤徳を6月 か ら
採用。非常勤職員 には以下の異動があった。2011年4月よ り教務補佐員に生駒智子、杉本太郎 を採用。サル飼育
担当 として5月 川添智香、荻野奈美、6月前 田布美子、長谷川夕美子、7月江 口聖子、2012年2.月高木朋子、武藤
久美、坂井尚美、3月夏 目尊好、藤森唯 を技能補佐員 に採用。4月 実験補助担 当として安江美雪(技 術補佐員)を
採用。4.月大堀美佳(研 究支援推進員)研 究助成か ら配置換。5月 吉田美千子、6.月江 口聖子、2012年3月伊藤和
子、石 田恵津子、大竹公子(技 能補佐員)、 古橋保志(研 究支援推進員)が 退職 した。
<研 究概要>
A)ゲノム不毛地帯(RCRO)の進化 と意義
平井啓久,古 賀章彦(ゲ ノム多様性分野),平井百合子(技 能補),鵜殿俊史(熊 本サ ンクチュア リ),松林清明(名
誉教授)
RCROの構成要素のひ とつであるサブター ミナルサテライ ト(StSat)をクロー ン化 し、詳細なFISH解析をお こ
なった。チンパ ンジー43個体の染色体を解析 し、変異の状況を明らかに した。減数分裂精母細胞の染色体ブーケ
との関連 からRCROの存在意義を議論 し、論文 としてまとめた。
B)テナガザル類の多様性 と生物地理学
平井啓久,ス ダラス ・バイチャロエン(タ イ動物 園協会,カ セサー ト大学),イスラ ト・ジャハ ン(大 学院生),古
賀章彦(ゲ ノム多様性),平井百合子(技 能補),松井淳(人 類進化モデル研究センター研究員)
ミ トコン ドリアゲノム全塩基の解析か ら、Hoolockhoolockを加 えてテナガザル4属 の分子系統分岐を明らかに
した。シアマンの染色体末端に存在す るヘテロクロマチンのDNAを 解析 し、4属 においてそれぞれ特異的な染色
体上分布パタンを呈することを明らかにした。セン トロメア とテ ロメア周辺のヘテロクロマチンの形成 に関わ る
DNAの関連性 について解析 した。
C)マンソン住血吸虫の性染色体(Z、W)の 進化
平井啓久,平 井百合子(技 能補),フ ィリップ ・ロベルデ(テ キサス大学)
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BACmappingによって明 らかになったクローンの存在様式か ら、Zお よびW性 染色体の進化が4回 の逆位 によ
って生 じたことを推定 した。また、全染色体の彩色プ ローブを作成 し、ZとW染 色体の相同および非相同部位 を
明らかに した。論文 としてまとめた。
D)テニア科条虫幼虫感染家畜個体の識別 に有用な新 しい技術 開発 とリスク評価への応用
岡本宗裕
ヒ トを終宿主 とす るテニア科条虫には、有鉤条虫、無鉤条虫、タイ ワンテニアの3種 が知 られている。平成23
年度は、イ ン ドネシア ・バ リ島の流行地で調査 を実施 した ところ、バ リ島の北部の小村 は有鉤条虫の濃厚汚染地域
であることが確認 できた。現地で実施 したELISAにより、有鉤嚢虫に対す る抗体を保有 しているヒ トおよびブタ
を確認 した。このブタを剖検 したところ、多数の有鉤嚢 虫の寄生が確認できたことか ら、バ リ島において有鉤条虫




近年我 々の研究グループは、無鉤条虫とアジア条虫交雑体が存在す ることを発見 した、これ らの交雑体は従来の
遺伝子診断法では診断できないため、それ らの遺伝子を解析 し、新 しい診断法 を開発す る必要がある。平成23年
度は、これ らの地域の うちタイと中国四川省で疫学調査を実施 し、ヒ トに寄生 してい る成虫お よび ヒ トへの感染源
となる家畜に寄生 している幼虫を採取 した。これ らの虫体について、ミトコン ドリアと核の遺伝子 をできるだけ網
羅的に調べ るとともに、新たに開発 したLAMP法 がフィール ドでの診断に利用できることを確認 した。 さらに、
患者 の居住地 と感染家畜の飼育場所の関係 を、GIS(地理情報システム)を 利用 して解析 した。
F)多包 虫症に関す る非開腹的治療法への挑戦 と評価法の開発
岡本宗裕
ラッ トの肝臓の所定の位置に多包虫症病巣を作製する方法について検討 した。全身麻酔下で、腹部正中を開腹後、
肝臓 の一部を体外に露出した。メスで肝臓に約5mmの 切開創を作製 し、あらかじめ準備 しておいた多包虫のシス
トを切開創に移植 した。止血 とシス トの腹腔 内流出阻止のために、止血シー トで切開創を被覆 した。全例に於いて、
移植部位 でのシス トの生長をMRIで 経時的に追跡 できた。本法は所定の位置に多包虫症病巣を作製す る上で極め





を用いてこれまで不可能 とされてきたモデル動物である実験用サル類/HIV-1感染 ・発症システムを確立す ること
が目的である。高馴化型第3世 代HIVlmtであるMN4Rh-3は、カニクイザルPBMCお よび個体 ともに第2世 代
HIV-1と比較 してウイルス増殖効率が10倍向上 した(105viralRNAcopies/ml)。またウイル ス増殖に伴い、一過性
ではあるが顕著なCD4陽 性T細 胞の減少が確認 された。 ウイルス血症 はウイル ス接種後6週 で検出限界以下 とな
ったが、 ウイルス接種後17週の時点でCD8特異抗体を投与 しCD8陽性T細 胞除去を行なった ところHIVImt再
活性化が生 じウイルスRNAが 検 出された。この ことか ら、MN4Rh-3はカニクイザルにおいて長期潜伏感染が可能
であることが示 された。
H)カニクイザルにお けるmacaque-tropichumanimmunodeficiencyvirustype-1(HIVImt)増殖の個体差を規定す




ころ、TRIMCyp(TRIMSaの一部領域にcyclophilinAの一部が挿入 された変異型 ア リル)を 有するカニクイザル個
体では野生型であるTRIMSaアレル保有個体 と比較 して、HIV-1mt感染 における血中ウイルス量が約50倍 高いこ
とを見出 した。興味深いことに、TRIMSa/TRIMcyp頻度はカニクイザルの原産地によって大 きく異なってお り、フ
ィ リピン由来個体群にお けるTRIMCypアリル頻度(87.o%)はイ ン ドネシア及びマ レーシア由来個体群のア リル
頻度(34.8%、48.9%)と比較 して有意に高かった。HIV-1感受性 に関す るサル個体差をTRIM5遺伝子型が規定 し
ていることをinvitroのみな らずinvivoでも実証 し、HIV-1サルモデル確立に向けてフィ リピン産カニクイザル個
体の有用性が遺伝子 レベルで実証 されたことは特筆すべ き成果である。 さらにカニクイザルのTRIMCypアリル頻
度にお ける地理的多様性が強く示唆 され、今後 この多様性 を生み出 した外的要因を明 らかに していきたい。
1)C型肝炎 ウイルス治療 ・予防ワクチンの安全性 ・有効性評価 に関する研究
東濃篤徳,明 里宏文
C型肝炎 ウイル ス(HCV)は世界的に蔓延 してお り、1億7千 万(世 界人 口の約3%)が キャリア と見 られてい
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る。 日本での持続感染者は190万人～230万人存在す ると推定 されてい るが、 自覚症状 がない ことが多 く、肝硬変
や肝癌へ移行す る感染者が多 く存在す ることが問題 となっているため、抗 ウイルス剤や治療用 ワクチン開発が急務
である。本研究では、脇田らが発見 した培養可能なHCVで あるJFH-1株を大量精製、不活化す ることでC型 肝炎
の予防 ・治療 ワクチンとしての実用化を 目指 している。これまでの研究によりマ ウスへの接種によ り免疫原性 が示
唆 された新規不活化HCV粒 子 ワクチンについて、今年度はアカゲザルにおける同ワクチ ンの安全性 ・有効性 を評
価 した。その結果、HCVに 対する特異的抗体誘導能お よび接種個体にお ける安全性 が確認 された。また誘導 され




霊長類免疫不全 ウイルスは宿主免疫応答 を特異的に制御す ることで、生体内において長期持続感染す ることが知
られ ている。 この機序 として、同ウイルスの調節蛋 白の一つであるNef蛋白が抗原提示分子であるMHCク ラス1
(MHC-1)の発現 を抑制す ることが報告 されていたが、その詳細な分子機構 はこれまで未解明であった。本研究で
は、MHC-1発現制御に必須であるNef蛋白と、輸送蛋白の一つであるAP-1複合体mu-IAサブユニッ トによる特異
的結合に関する分子構造学的なメカニズムを明らかにす ることに成功 した。 この成果 は、Nef蛋白を持つ霊長類免
疫不全 ウイル スの宿主免疫制御機構 を解 明した重要な発見である。
K)サル類 のス トレス定量お よび動物福祉のための基礎研究
鈴木樹理
飼育環境でのス トレス反応を定量す ることとその軽減策の検討のために、マカクお よびチンパンジーの糞中コー
チ ゾル測定 を行った。長期ス トレス定量に有効な毛髪 中コーチゾル測定系の確立を引き続 き行 っている。
L)ニホンザル の痛みの表情に関す る予備的研究
宮部貴子,釜 中慶朗,GTzimiropoulos,HZulch,DMills(UniversityofLincoln,UK),平井啓久
ニホンザル の痛みの表情を探ることを 目的に、表情 に関する予備的な研究 をお こなった。痛みがない と思われ る
ニホンザルの顔写真 を2397枚と、 ビデオクリップを6つ 撮影 した。 これ らの写真か ら、解析に適 した ものを選択




(カリフォル ニア大学サ ンデ ィエ ゴ校),AVarki(カリフォルニア大学サ ンデ ィエ ゴ校),安形高志(理 化学研 究所)
シアル酸は、細胞膜表面の糖鎖の末端 にある酸性 単糖であり、細胞 間認識機構や宿主一病原体相互作用において
リガン ドとして働 き、免疫などで重要な役割 を果たしている。Siglec-11とSiglec-16は、シアル酸を認識 し細胞内
シグナル伝達をおこな う受容体である。Siglec-ll遺伝子はヒ ト系統でSiglec-16遺伝子 による遺伝子変換 を受け、
ヒ ト特異的に脳での発現を獲得 し、シアル酸認識能 を変化 させ ている。 このSiglec-11のヒ ト系統での進化の さら
なる知見を得 るため、ヒ ト脳での発現細胞の特定、ヒ ト脳内での リガン ドの検出、お よび遺伝子変換の詳細な解析
をおこなった。その結果、 ヒトSiglec-llは脳 のミクログ リアで発現 してお り、脳 内に リガン ドが確認 され、脳内
免疫 に関わっていることがわかった。また、Siglec-ll遺伝子はSiglec-16遺伝子の不活性化ア リール により遺伝子
変換 されてお り、その遺伝子変換 はSiglec-ll遺伝子の偽遺伝子化 を回避す る複雑なものであることを見いだした。
このことは、遺伝子変換によるSiglec-llの発現 と機能 の変化に、進化的選択が働いてい ることを示唆 している。
さらに遺伝子変換の年代推定か ら、 ヒトSiglec-llの発現 と機能 の変化は約100万年前におこったと考え られた。
以上のように、Siglec-11はホモ属出現後 に脳 内免疫に関わるようにな り、それが ヒ トの進化 に重要であったことを
示す結果 を得 ている。
N)霊 長 類 にお け るシ アル酸 受容 体Siglec-11、Siglec-16の進 化
早川 敏 之,安 形 高志(理 化学研 究所)
Siglec-ll遺伝 子 は ヒ ト系 統特 異的 にSiglec-16遺伝子 に よる遺 伝子 変換 を受 け、 ヒ ト特 異的 に脳 での発 現 を獲得
し、 シアル 酸認識 能 を変 化 させ て い る。 このSiglec-llのヒ ト特異 的 な変化 の特殊 性 を知 るた め 、 ヒ ト以外 の霊長
類 のSiglec-11とSiglec-16の解 析 をお こな ってい る。
0)霊長類 におけるシアル酸受容体Siglec-13の進化
早川敏之,XWang(カリフォルニア大学サンディエゴ校),NMitra(カリフォルニア大学サンディエゴ校),AVarki
(カリフォル ニア大学サ ンデ ィエ ゴ校)
Siglec-13は、シアル酸 を認識 し細胞内シグナル伝達をおこな う受容体であ り、その遺伝子座はヒ ト特異的に欠失
してい る。 この欠失の原因 と欠失の進化的な意味を知るため、霊長類のSiglec-13のゲノム配列 、発現、シアル酸
認識能の解析 をおこなっている。
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P)霊長類マラ リア原虫をは じめ とした現生マラ リア原虫の起源
早川敏之,橘 真一郎(大 阪大学),彦坂健児(大 阪大学),有末伸子(大 阪大学),松井淳,堀 井俊宏(大 阪大学),
田邉和桁(大 阪大学)
マラ リア原虫は、霊長類やげっ歯類 といった哺乳類や鳥類、爬虫類を宿主 として感染 し、マラ リアを引き起 こす。
ミ トコン ドリアゲノムの解析か ら、現生マラ リア原虫の起源において、宿主の多様化に ともなった宿主転換 による
急速な多様化を見いだ し、"マラ リアビッグバ ン仮説"を提唱 している。マ ラリア ビッグバン仮説の検証のため、核
ゲノムにコー ドされた遺伝子(エ ネル ギー代謝 に関わる遺伝子群)の 進化解析 をおこない、現生マ ラリア原虫の共
通祖先は漸新世の時期に出現 したことを見いだしている。この共通祖先 の出現年代は、マ ラリア ビッグバン仮説 を
支持す る。
Q)アフ リカ野生大型類人猿におけるIgA抗体スク リーニングによる人獣共通感染症 の実態調査
吉 田友教,竹 元博幸,佐 藤英次,坂 巻哲也,宮 部貴子,生 駒智子,渡 邉朗野,兼 子明久,渡 邉祥平,前 田典彦,早
川敏之,鈴 木樹理,岡 本宗裕,松 沢哲郎,古 市剛史,明 里宏文
近年、認知研究あるいは心の研究等 さま ざまな研究にて注 目される野生大型類人猿が、未来にわたって存続可能
な状態で生息す ることが非常に困難な状態にある。その主な理 由の一つは、特にヒ トに似た遺伝子構成 を持つ類人
猿では、他の動物種 と異な り 「人獣共通感染症」のアウ トブ レークが地域個体群の存続 に大きな脅威 となっている
からである。最近我々は、ヒ ト由来人獣共通感染症の実態把握を行な うため、野生類人猿糞便中から原因病原体特
異的IgA抗体 を検出できる系を確立 した。そこで今年度は、本法を用いて、野生大型類人猿 における人獣共通感染
症の原因病原体の実態解明を行な うため、野生ボノボにおいて呼吸器感染症 を引き起 こす病原体に対す る抗体のス
ク リーニングを行 なった。その結果、生息域の広範囲に渡 り複数の個体群で、インフルエンザA、B、 とrespiratory
syncytialvirus(RSV)A、B、Parainfluenzatype1～3、MumpsあるいはRhinovirusに対す る抗体を保有 していることが
明らかになった。 これ らの情報は、病原体に対する抗体を保有 している個体が多数い ること、そ うしてこうした感
染歴を持つ と推測 され る個体が必ず しも重篤 な疾病 を呈す るとは限 らないことが示唆 された。 こ うした新知見 は、
野生類人猿にお ける人獣共通感染症のア ウ トブレークを予測する上で、貴重な情報源 となると期待できる。
R)ニホンザル において血小板減少症を引き起こすサル レ トロウイルス4型(SRV4)の 定量法の開発
佐藤英次,吉 川禄助(ウ イルス研究所),宮沢孝幸(ウ イル ス研究所),吉 田友教,岡 本宗裕
霊長類研究所内で発生 した 「ニホンザル血小板減少症」の病原体はサル レ トロウイルス4型(SRV-4)であるこ
とが判明 した。この発症要因の解明を 目的 として病原性 とウイルス量の相 関性 を調べ るため、我 々はSRV-4ゲノム
であるRNAを スタンダー ドとして用いたrealtimeRT-PCR法を開発 した。SRV-4感染ニホンザルの血漿において発
症個体 と非発症個体の ウイルス量 を比較 し、また発症個体において血小板数 とウイルス量の経日寺的変化 を調べたと
ころ、血小板数が少ない とウイルス量が多い傾 向にあるとい う予備的知見が得 られた。今後は検体数 の増加および
検出方法の改善 を行い、より正確な解析 を進める予定である。
S)ミ トコン ドリア ゲ ノム に よるテナ ガザ ル の分子 系統 進化
松 井淳,IJahan(遺伝 子 情報),MdAIslam(UniversityofDhakaandWildlifeTrustofBangladesh),ZMRahman
(BangabandhuSheikhMujibSafariPark),平井 啓久(遺 伝 子 情報)
全 ミ トコ ン ドリアゲ ノム配 列 を用 いて 、テ ナガザ ル4属 間の 関係 を分子 系統 解析 した。分岐年 代 の推 定 か ら、テ
ナ ガザル は極 めて短 い期 間 に属 レベル の放 射 的な種 分化 が お こ り、この こ とが属 問 の系統 関係 を不 明確 に して い る
と考 え られ る。生息 地域 で あ る東 南 アジ アの 半島 ・島 々で 、古 代 のテナ ガザル 類 が分布 を広 げな が ら種 分化 してい
った様相 を生物 地理 学 的 に考 察 した。
T)霊長類 の嗅覚受容体遺伝子 レパ`.トリ`.の進化
松井淳,新 村芳人(東 京医科歯科大学)
嗅覚受容は、嗅覚受容体(OR)が 環境 中のにおい物質 を分子認識す ることにより開始 される。視覚的な生物 と
される霊長 目では、進化の過程で嗅覚の相対的な重要性が低下 し、嗅覚機能が大き く失われた といわれ る。霊長 目
5種 と、他の哺乳類8種 のOR機 能遺伝子の相 同遺伝子 を同定 し、OR遺 伝子のレパー トリー を比較解析 した。霊
長 目5種 の共通祖先段階で、他の現生哺乳類8種 と同程度にまでOR遺 伝子の レパー トリーを減少 させてお り、現
生霊長 目ではそれぞれの系統で さらに、遺伝子の レパー トリーを失っていることがわかった。また、霊長 目におけ
るOR遺 伝子の重複 は他 の哺乳類に比べて非常に少な く、レパー トリーに加 えて、霊長 目で新たに うみだ され る
OR遺伝子が極端に少な くなっていることが示唆 された。
U)SRV≧5の全 ゲノム配列決定とSRV≧5特異的PCR検 査法の開発
松井淳,杉 本太郎,吉 川緑助(ウ イルス研究所),宮沢孝幸(ウ イル ス研究所),岡本宗裕
血小板減少症の原因 と考えられ るサル レ トロウイルス4型(SRV-4)に感染 したマカク個体を検出す るため、末
梢血由来のDNAを 用いたPCR検査法を確立 し、霊長類研究所の全飼育個体のスク リーニングを行ってきた。新た
に、検査対象をサル レ トロウイルス5型(SRV-5)にも拡げるため、SRV-5の全ゲノム配列を決定 し、SRV-5感染
個体のみを検出するPCR法を開発 した。また、これまでのSRV-4を対象 とす る検査はSRV-5を検出す ることはな
く、それぞれのSRVタイプに特異的な検査法であることを確認 した。 リアルタイムPCR法による簡易的な感度計
一65一
算によると、どち らのPCR検査法も極 めて高感度であることが推測 された。また、SRV-4、SRV-5感染個体 を一度
に検 出するPCR検査法 も開発 し、これ らを組み合わせ ることで、簡便 な検査 と必要に応 じてSRVタイプの特定 を
行 うことが可能な検査 システムを確立 した。
V)ミ トコン ドリアゲノムのア ミノ酸組成 と代謝効率 についての研究
北添康弘(高知大学),岸野洋久(東京大学),長谷川政美(復旦大学、統計数理研究所),松井淳,NickLane(University
CollegeLondon),田中雅嗣(東 京都老人総合研究所)
生物の体の大き さ、寿命、代謝率の相関はよく知 られているが、これ らと、脊椎動物 のミ トコン ドリアのタンパ
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A) Comparative Wildlife Biology, Conservation, and the Evolution of Social Systems 
FB Bercovitch 
 Our analysis of koala population size, density, and distribution revealed that ecological mathematical models estimating 
population abundance w re making assumptions that conflict with the available data, so presented rroneous conclusions. The 









C)チ ン パ ン ジ ー の 比 較 認 知 発 達 研 究
足 立 幾 磨
　　チ ン パ ン ジ ー 、 マ カ ク ザ ル 乳 児 を 対 象 に 、 社 会 的 認 知 能 力 、 と く に 顔 知 覚 様 式 ・個 体 情 報 の 視 聴 覚 統 合 に か か わ
る 比 較 発 達 研 究 を お こ な っ た 。 訓 練 型 の コ ン ピ ュ ー タ 課 題 に よ る 成 績 評 価 お よ び 、 各 種 の 視 覚 刺 激 提 示 時 の 注 視 行
動 の 分 析 視 線 の 計 測 を お こ な っ た 。
D)動物園のチ ンパ ンジーの知性の研究
足立幾磨
名古屋市の東山動物 園のチ ンパ ンジー1群5個 体を対象に、屋外運動場での社会行動を観察記録 した。また、「パ
ンラボ」 と名づけ られたブースにおいて、道具使用やコンピュー タ課題 をとお して彼 らの知性 を分析 した。
E) Captive Chimpanzee Group Formation and Integration of Individuals into Existing Social Groups 
M Seres 
 Continue working at the Kumamoto Sanctuary where I have been assisting in several ongoing group formation projects. 
Collecting behavioral data using tablet PC on these newly formed and assembled groups. Additionally to our ongoing 
Sanctuary projects, I have been acting as an adviser at various Zoo projects keeping and reassembling their Chimpanzee 
groups in Japan as well as on International level in the U.S.A., the Netherlands, Spain, Poland and in Hungary.
F) Sources of Variation across Individual Primate Hosts in Parasite Infection 
AJJ MacIntosh 
 I visited Yakushima in September, 2011, to collect fecal samples and have since 
relation to social network position, fecal cortisol, fecal testosterone, and fecal 
infecting Japanese macaques.
begun testing for variation in infection in 





H)ブ ー タ ン に 関 す る 調 査 研 究
西 澤 和 子
ブ ー タ ン 王 国 のNationalReferralHospitalにて 新 生 児 診 療 に 携 わ り 、現 地 の 新 生 児 医 療 の 現 状 と 課 題 に つ き 調 査 研
究 を 行 っ た 。
〈 研 究 業 績 〉
原 著 論 文
1)AdachiI,HamptonRR(2011)Rhesusmonkeysseewhotheyhear:Spontaneouscross-modalmemoryforfamiliar
conspecifics.PLoSONE6(8):1-8,doi:10.1371/journal.pone.0023345.
2)EllisW,BercovitchFB(2011)Bodysizeandsexualselectioninthekoala.BehavioralEcologyandSociobiology
65:1229-1235.
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